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 OBC サポート技術情報  

OBC 定型文書  

  

算定基礎賃金集計表で集計される区分が正しくない場合の対処方法  

  

■ 対象製品 

この資料は、以下の製品について記述したものです。  

・ 給与奉行ｉシリーズ（Bシステムを除く）  

・ 給与奉行 V ERP 

 

■ 現  象  

[労働保険]-[労働保険申告資料]-[算定基礎賃金集計表]メニューの集計結果画面で、 

正しくない欄に集計されてしまう社員がいる。  

例）「常用労働者」として集計すべき社員が、「臨時労働者」に集計されている など 
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補足：算定基礎賃金集計表の集計について 

給与（処理）を行なった月(回)ごとに、処理した時点の従業員区分を元に集計されます。  

※支給がない社員は集計されません。  

従業員区分や労災保険区分、雇用保険区分は、[社員情報]-[社員情報登録]-[社員情報登録]メニューの

[労働保険]ページで登録します。  

 

 

 

 

 

 

 

≪労災保険対象（労働者数 及び 賃金） 欄の集計イメージ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「役員兼労働者」欄には、従業員区分が「2：役員」で労災保険区分が「計算する」の状態で 

給与（処理）された場合も、集計されてきます。  

  

  

  

  

  

従業員区分が 

「0：従業員（常用）」 

従業員区分が 

「3：役員兼従業員」 

従業員区分が 

「1：従業員（臨時）」 
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≪雇用保険対象（被保険者数 及び 賃金）欄の集計イメージ≫ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「役員被保険者」欄には、従業員区分が「2：役員」で雇用保険区分が「計算する」の状態で 

給与（賞与）処理された場合も、集計されてきます。 

 

※「うち高年齢労働者分」欄は、労働保険年度が「令和 1年度」以前の場合に表示されます。 

合計の人数のうち、雇用保険区分が「2：免除高齢者」にあたる社員が内訳として集計されます。 

 

従業員区分が 

「0：従業員（常用）」 

「1：従業員（臨時）」 

従業員区分が 

「3：役員兼従業員」 

雇用保険区分が 

「2：免除高齢者」 
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■ 対処方法 

① [労働保険]-[労働保険申告資料]-[算定基礎賃金集計表]メニューで、意図しない集計結果になって

いる月(回)を確認します。  

② [労働保険]-[労働保険申告資料]-[算定基礎賃金集計表]-[算定基礎賃金内訳一覧表]メニューで、 

①で特定した該当月(回)に対して、意図しない集計結果になっている社員を特定します。  

③ 意図しない集計結果になっている社員の該当月(回)の給与(賞与)データを修正します。  

[給与賞与]-[過去データ入力]-[明細付加情報一括入力]メニューで、修正項目に「従業員区分」を 

選択し、該当月(回)の従業員区分を修正します。 

※従業員区分を修正しても、給与（賞与）処理は再計算されず、明細書の金額には影響しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ F12[登録]キーを押して登録した後に、算定基礎賃金集計表が正しい集計結果になっているか 

確認します。 

 

  

以  上   


